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緑色蛍光タンパク質（GFP）は生細胞で分子活性や細胞機能の可視化を可能とする

バイオセンサーの開発へ応用されています。前迫真人博士は FRET（蛍光共鳴エネルギー

移動）という分子イメージング技術を駆使し、アルツハイマー病に関わる分子活性や構造変

化に興味を持ち研究を続けておられます。これまでに、プレセニリンや ApoE の構造変化、神

経活動やタウ凝集をモニターする FRET バイオセンサーの作製、改良に関わっておられ、最近

では生きた神経細胞でγセクレターゼ活性の測定を可能とする新規バイオセンサーの作製に

成功されました。γセクレターゼはアミロイド前駆体蛋白質や Notch 受容体を細胞膜貫通部

位で切断し、アルツハイマー病のみならずガンや免疫疾患といった数多くの疾患と深く関わるこ

とが知られており、今後の幅広い応用が期待されます。今回ご帰国の機会に最新の成果をう

かがう機会を設けました。多数のご参集をお待ちしております。 
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